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E-･JJl(62+C3･小 小 Jh J左)一言Jl (4)
となる (ひとつのスピンはふたつの正四面体に属することに注意)02番目と3番目の副格子につ
いても同様であるが､4番目の副格子上のスピンは他よりも直接的に磁場を感じる (方向余弦が
-1)ので十分低温ではcr4-g左--1に固定されていると仮定してもよいoそうすれば上のエネ
ルギ-は
E-+JJl(62･63･小 g左)-(2J+言)ql (5)
となり､4番目の副格子を抜いてhef-2J十号 という磁場をかけた反強磁性イジング模型に等
価である｡ところがパイロクロア格子で4番目の副格子を消すとn4に垂直な平面上のカゴメ格子
が独立に積層した格子となるから､この外部磁場によってカゴメ格子上の完全フラストレーショ
ン系とみなせるイジングスピン系が現れることになる｡カゴメ格子の研究は古くから研究されて
おりその残留エントロピーの値も評価されているが【3ト磁場中のパイロクロア格子でそれが実験
的に観測される可能性があるということは興味深い｡
以上､磁場中のスピンアイス系が様々な残留エントロピーをもつメカニズムをみてきた.この
系では有限温度で磁場中一次転移が起こる可能性も指摘されており､また磁気双極子相互作用を
考慮したときの振舞もそれほど明らかではないので､今後の研究が注目されている｡
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